
　日本共産党八千代市議団は「印旛利根水防事務組合」に初めて議員を送り出すことになりました。
　印旛利根川水防事務組合は、8つの市町（印西市･白井市･成田市･佐倉市･八千代市･四街道市･
栄町･酒々井町）で構成している一部事務組合*です。
　印旛利根川水防事務組合の議会は、構成団体の議会から選出された計16名の議員により構成
され、定例会及び臨時会において、当組合の予算や条例など重要な政策について審議し、当組
合の基本方針を決定する議事機関です。

＊地方自治法２８４条により設けられた複数の地方公共団体が行政サービスの一部を共同で行うことを目的として
　設置する行政機関。

　水防事務組合は利根川の右岸（印西市の竹袋地先から栄町矢口地先まで）の10k941m45㎝に
おける区間における水災を防御しています。
　昔、水門や閘門（こうもん＝運河・放水路
などで、水量を調節するための堰）がない時
代は、利根川が増水すると、近隣市町村の真
ん中に位置する印旛沼に水が流れ込み、周辺
が水害を受け莫大な災害を被りました。
　大正１３年に今の前身が設立され、昭和３９
年に現在の名称になっています。
　今でこそ、印旛排水機場も完成し、印旛沼の周辺や内水などの被害もなくなってきましたが、
現在も水害に備え当時被害を受けた市町で組合を構成し、毎年水防演習などの訓練を実施しな
がら水災防御にあたっています。

「印旛利根川水防事務組合」の担当に

事務組合の概要と役割

　これまで、議会での報告等で事務組合の活動内容が市民に伝わることがありませんでしたの
で、これからは事務組合に関連した活動内容をお知らせしていきたいと思います。
　八千代市でも大雨が降ると新川周辺の住宅地の浸水被害や大和田の一号幹線の洪水などの被
害を受けることがあります。近年は異常気象による豪雨が多発しており災害から市民の安全を
守る防災減災の活動が重要になると思います。自治会の活動やハザードマップ等を見て気づい
たことがありましたらお知らせください。
災害から市民を守るために頑張ります。

水害から市民を守るために

写真：印旛利根川水防事務組合ホームページから
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